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● 災害に備える
日ごろの委員活動の延長線上であることを意識して
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　全国民生委員児童委員連合会は、令和4（2022）年3月、地域共生社会の実現に向けた民生委員・
児童委員活動、民児協活動の考え方を整理し、地域で社会福祉の増進に努める民生委員・児童委員
が、活動のなかで地域共生社会の実現にどう取り組むかを整理し、「地域共生社会の実現に向けた民
生委員・児童委員、民児協としての行動方針」としてまとめました。
　本号では、この行動方針を基に、地域共生社会の実現に向けた民生委員・児童委員、民児協の関わ
りを考えます。

⒈	

行
動
方
針
作
成
の
経
緯

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

（
以
下
、
全
民
児
連
）
で
は
、
10
年
ご

と
に「
活
動
強
化
方
策
」
を
策
定
し
、

全
国
の
民
生
委
員
活
動
や
民
児
協
活
動

の
基
本
的
方
向
性
や
重
点
課
題
な
ど
を

示
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
29（
2
 0 

1
7
）年
か
ら
令
和
9（
２
０
２
７
）年

ま
で
の
期
間
は「
民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
活
動
強
化
方
策
」に
沿
っ

た
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
で
は
、
平
成
28（
２
０
１
６
）

年
に
閣
議
決
定
し
た「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億

総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、「
地
域

共
生
社
会
」の
実
現
が
掲
げ
ら
れ
ま
し

た
。
地
域
共
生
社
会
が
め
ざ
す
、
地
域

住
民
や
地
域
の
多
様
な
主
体
が
参
画
し

て
地
域
を
と
も
に
つ
く
る
社
会
と
い
う

理
念
は
、
隣
人
愛
を
基
礎
と
し
て
、
地

域
住
民
の
立
場
か
ら
困
り
ご
と
の
相
談

に
の
り
、
地
域
の
支
え
あ
い
づ
く
り
を

す
す
め
る
、
民
生
委
員
が
長
年
に
わ
た

り
積
み
上
げ
て
き
た
活
動
と
重
な
る
も

の
で
す
。

　
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
で
国
が
示
す

柱
に
は「
断
ら
な
い
支
援
」
な
ど
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
専
門
機
関
が

連
携
し
て「
断
ら
な
い
支
援
」
を
す
す

め
る
こ
と
は
、
地
域
の「
つ
な
ぎ
役
」

で
あ
る
民
生
委
員
活
動
や
民
児
協
活
動

の
円
滑
化
の
一
助
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

他
方
で
、
地
域
共
生
社
会
の
旗
振
り
役

で
あ
る
地
方
自
治
体
に
民
生
委
員
活
動

に
対
す
る
理
解
不
足
が
あ
れ
ば
、「
断

ら
な
い
支
援
」が
民
生
委
員
・
児
童
委

員（
以
下
、
民
生
委
員
）
の
負
担
増
に

つ
な
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、
全

社
協
）で
は
、
令
和
２（
２
０
２
０
）年

に「
全
社
協 

福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

２
０
」を
発
行
し
、
地
域
共
生
社
会
の

考
え
方
も
包
含
し
た「
と
も
に
生
き
る

豊
か
な
地
域
社
会
」の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

社
会
福
祉
法
人
等
が
す
す
め
る
取
り
組

み
の
方
向
性
を
提
起
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
流
れ
を
踏
ま
え
、
全
民
児

連
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
民
生
委
員
活
動
、
民
児
協
活
動
の
考

え
方
を
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、

全
国
各
地
の
活
動
事
例
を
集
め
、
そ
れ

を
も
と
に
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
民
生
委
員
、
民
児
協
の
関
わ
り
に

つ
い
て
検
討
し
、
次
の
こ
と
を
整
理
し

ま
し
た
。

⒉	

全
国
の
事
例
か
ら
見
え
た

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

民
児
協
の
関
わ
り

⑴	

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
は

今
後
も
変
わ
ら
な
い

　
民
生
委
員
は
こ
れ
ま
で
も
地
域
住
民

の
一
員
と
し
て
、
住
民
の
視
点
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
地
域
住
民
の

地域共生社会の実現のための
民生委員・児童委員の実践

「�

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た�

民
生
委
員・児
童
委
員
、民
児
協
と
し
て
の
行
動
方
針
」

特集
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特集

専
門
職
等
と
関
係
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

定
例
会
は
、
委
員
同
士
の
情
報
共
有
や

協
議
の
場
と
し
て
も
重
要
で
す
が
、
各

民
児
協
で
定
例
会
を
効
率
的
か
つ
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
関
係
機
関

等
と
の
情
報
共
有
や
信
頼
関
係
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
で
、
民
生
委
員
だ
け
で

は
対
応
が
困
難
な
住
民
へ
の
支
援
に
つ

な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
地
域
に
暮
ら
す
民
生
委
員

だ
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
課
題
や
、
委

員
活
動
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
等
に

つ
い
て
、
民
児
協
と
し
て
自
治
体
に
意

見
具
申
す
る
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

⑷	

現
在
の
課
題
と
解
決
の
た
め
の
提
案

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
課

題
と
し
て
、
例
え
ば
同
じ
市
内
で
も
地

区
ご
と
の
連
携
状
況
に
差
が
あ
る
場
合

や
、
民
生
委
員
活
動
に
対
す
る
関
係
機

関
の
理
解
不
足
か
ら
情
報
共
有
が
難
し

い
こ
と
、
行
政
が
縦
割
り
で
あ
る
こ
と

か
ら
生
じ
る
弊
害
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
民
児
協
が

「
組
織
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
・

団
体
、
住
民
活
動
等
と
の
関
係
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
や
、
地
域
住
民
や
関

身
近
な
相
談
相
手
、
見
守
り
役
と
し
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
や

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
へ
の
取
り

組
み
が
す
す
ん
で
い
ま
す
が
、
民
生
委

員
、
民
児
協
の
活
動
は
こ
れ
ま
で
と
変

わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も

地
域
に
お
い
て「
支
え
あ
う 

住
み
よ
い

社
会
」を
め
ざ
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
、

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

⑵	

包
括
的
な
支
援
体
制
に
お
け
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
関
わ
り

　
包
括
的
な
支
援
体
制
に
お
い
て
、
民

生
委
員
は
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
な
ど

を
受
け
て
専
門
機
関
へ
つ
な
ぎ
、
そ
の

後
は
見
守
り
な
ど
を
継
続
し
て
、
そ
の

内
容
を
他
機
関
と
共
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
居
場
所
づ
く
り
を

地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
と
も
に
実
施

し
、
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑶	

よ
り
円
滑
な
連
携
の
た
め
の
工
夫

　
包
括
的
な
支
援
体
制
に
参
画
・
協
働

し
て
い
る
民
児
協
は
、
定
例
会
を
活
用

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
・
団
体
、
ま
た

係
機
関
に
、
民
生
委
員
活
動
、
民
児
協

活
動
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
の
広
報
活

動
を
行
う
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。

⒊	

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

民
児
協
と
し
て
の
行
動
方
針

　
全
民
児
連
で
は
、
上
記
を
念
頭
に
、

地
域
で
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
民

生
委
員
が
、
活
動
の
な
か
で
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
ど
う
取
り
組
む
か
を
整

理
し
た
行
動
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
行
動
方
針
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

「
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
活

動
強
化
方
策
」
や「
全
社
協 

福
祉
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」と
方
向
性
を
一
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
動
方
針
の
作

成
に
際
し
て
参
考
と
し
た
全
国
各
地
の

取
り
組
み
を
集
め
た『
活
動
事
例
集 

地

域
共
生
社
会
と
民
児
協
活
動
』（
以
下
、

活
動
事
例
集
）を
作
成
し
、
全
民
児
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
次
頁
か
ら
、
行
動
方
針
の
紹
介
と
あ

わ
せ
て
活
動
事
例
集
に
も
掲
載
し
た
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
民
児

協
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

地域共生社会の実現のための民生委員・児童委員の実践

『活動事例集 地域共生社会と民児協活動』

https://www2.shakyo.or.jp/zenminjiren/teigen/
（全民児連ホームページ＞提言・アピール＞地域共生社会の実現）
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民生委員・児童委員、民児協としての行動方針

①	重層的に連携・協働を深める

①	重層的に連携・協働を深める

①	重層的に連携・協働を深める
⑥	国・自治体とのパートナーシッ
プを強める

③	福祉を支える人材の確保・育
成・定着を図る

⑤	福祉組織の基盤を強化する
⑥	国・自治体とのパートナーシッ
プを強める

⑧	災害に備える

②	多様な実践を増進する
③	福祉を支える人材の確保・育
成・定着を図る

⑦	地域共生社会への理解を広
げ参加を促進する

さまざまな課題を抱えた人び
とを支えるために

さまざまな課題を抱えた人び
とを支えるために

地域のつながり、地域の力を
高めるために

民生委員・児童委員制度を守
り、発展させていくために

地域のつながり、地域の力を
高めるために

地域のつながり、地域の力を
高めるために

民生委員・児童委員、民児協はこれまで
と同様に、地域住民に寄り添い、さまざ
まな課題を抱えた人びとを把握する。

民生委員・児童委員、民児協はこれまで
と同様に、地域の「つなぎ役」となり、自
治体や関係機関と協働して見守る。

「つなぎ先」を増やすために、民児協が「組
織」として自治体や地域の多機関・団体、
住民活動等と日ごろから関わり、連携・協
働を深める。

関係機関や地域住民に、民生委員・児童
委員が行っている「つなぐ」活動等を伝え、
関心・理解を促進する。

地域住民やさまざまな団体（学校、自治
会、商店、企業等）に地域福祉活動を伝え
て参加を促進し、住民相互に支えあう地
域をつくるとともに、民生委員・児童委員
のなりてのすそ野を広げる

平常時に地域をつなぐ活動を行うことで、
災害に対して住民が協力しあうことがで
きる地域を構築する。

地域共生社会の実現に向けた

行動方針 民生委員制度創設
100周年活動強化方策

全社協 
福祉ビジョン2020

1. 気づく

2. つなぎ、見守る

3. つなぎ先を増やす

4. 地域に活動を伝える

5. 住民相互に支えあう地域をつくる

6. 災害に備える

重点２

重点２

重点1

重点3

重点1

重点1

参考 民生委員制度創設100周年活動強化方策
https://www2.shakyo.or.jp/zenminjiren/teigen/
（全民児連ホームページ＞提言・アピール＞民生委員・児童委員の活動方針）

全社協 福祉ビジョン2020
https://www.shakyo.or.jp/download/vison2020.html
（全社協ホームページ＞資料ダウンロード＞全社協 福祉ビジョン2020）
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『ひろば』を活用して、単
位民児協の定例会などで
民生委員・児童委員とし
ての学びを深めましょう。

❶	現在行っている民児
協の活動を「地域共
生社会の実現に向け
た民生委員・児童委
員、民児協の行動方
針」に照らし、取り
組みを整理してみま
しょう。

定例会で 
話しあってみよう

❷	民生委員活動だけで
は関わりをもつこと
や状況把握が困難な
住民や世帯とも関わ
りをもてる地域資源
等がないか話しあっ
てみましょう。

場
の
創
出
、
❷
地
域
に
お
け
る
相
談
支

援
体
制（
地
域
内
で
の
つ
な
ぎ
方
、
行

政
専
門
職
へ
の
つ
な
ぎ
方
）の
検
討
と

構
築
、
❸
そ
の
他
関
連
す
る
取
り
組
み

の
検
討
と
実
施
、
の
３
点
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
神
代
地
区
民
児
協
で
は
、

困
り
ご
と
を
自
ら
発
信
す
る
こ
と
が
苦

手
な
住
民
や
、
困
り
ご
と
を
抱
え
込
ん

で
し
ま
う
世
帯
な
ど
、
民
生
委
員
だ
け

で
は
状
況
把
握
が
困
難
な
住
民
と
の
つ

な
が
り
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
住
民
か
ら
相
談
を
受
け

る
立
場
に
あ
る
区
長（
＝
自
治
会
長
）

と
の
連
携
も
十
分
と
は
い
え
な
か
っ
た

た
め
、
民
生
委
員
、
地
区
社
協
、
区
長

が
連
携
し
て
地
域
住
民
の
困
り
ご
と
等

に
対
応
す
る「
仕
組
み
」
が
必
要
と
考

え
、
神
代
地
区
民
児
協
も
主
力
と
し
て

関
わ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
主
任

児
童
委
員
を
含
む
民
生
委
員
と
地
区
社

協（
会
長
、
地
域
福
祉
活
動
サ
ポ
ー

　
富
山
県
北
西
部
に
あ
る
氷
見
市
は
、

ま
だ
ま
だ
地
縁
が
残
る
地
域
で
す
が
、

平
成
27（
2
0
1
5
）年
に「
孤
独
死・孤

立
死
」が
相
次
い
で
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
、
社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る
住
民

の
早
期
把
握
と
適
切
な
支
援
に
結
び
つ

け
る
仕
組
み
の
構
築
を
め
ざ
し
、
市
が

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
想
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。

　
そ
の
具
現
化
を
め
ざ
す
取
り
組
み
と

し
て
、
身
近
な
地
域
で
相
談
で
き
る
環

境
を
構
築
す
る「
福
祉
な
ん
で
も
相
談

窓
口（
機
能
）」づ
く
り
に
つ
い
て
、
市

社
協
か
ら
神
代
地
区
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会（
以
下
、
神
代
地
区
民
児

協
）と
地
区
社
協
へ
提
案
が
あ
り
、
取

り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
困
り
ご
と
に
対
応
す
る

「
仕
組
み
」づ
く
り

　
事
業
内
容
は
、
❶
地
域
住
民
の
生
活

上
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
、
気
に
な

る
世
帯
や
住
民
の
情
報
を
受
け
止
め
る

タ
ー
）、
区
長
の
計
12
人
を
、
住
民
か

ら
相
談
や
情
報
提
供
を
受
け
る「
神
代

地
区
な
ん
で
も
相
談
員
」に
位
置
づ
け

る
と
と
も
に
、「
神
代
地
区
な
ん
で
も

相
談
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
、
な
ん
で
も
相
談
員
と

し
て
相
談
や
情
報
提
供
を
受
け
る
ほ
か
、

地
区
社
協
や
区
長
が
受
け
た
相
談
で
、

民
生
委
員
と
し
て
訪
問
や
相
談
が
必
要

な
事
柄
を
引
き
継
い
で
相
談
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
自
治
体

や
市
社
協
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
な
ぐ
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
逆

に
自
治
会
に
対
応
を
依
頼
し
た
い
場
合

に
、
住
民
の
了
解
を
得
た
う
え
で
区
長

に
情
報
提
供
し
、
自
治
会
が
対
応
を
検

討
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
あ
る
資
源
を
活
用
し
て

懸
念
を
払
拭

　
相
談
会
の
立
ち
上
げ
に
際
し
て
は
、

「
な
ん
で
も
相
談
会
」
だ
け
で
独
自
開

催
す
る
と「
相
談
の
場
」
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
な
っ
た
り
、
相
談
会
場
へ
の
出

入
り
を
近
隣
住
民
に
見
ら
れ
る
こ
と
を

懸
念
し
て
来
場
を
躊
躇
す
る
の
で
は
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
す

で
に
地
区
内
や
自
治
会
で
行
っ
て
い
る

高
齢
者
サ
ロ
ン
や
子
育
て
サ
ロ
ン
、
住

民
が
集
ま
る
機
会
に
あ
わ
せ
て
相
談
会

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
福
祉
専
門
職
等
と
連
携
し
た

地
区
の
包
括
的
な
支
援
体
制
が
で
き
た

こ
と
で
、
民
生
委
員
だ
け
で
は
把
握
で

き
な
か
っ
た
住
民
の
困
り
ご
と
な
ど
を

受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域

で
の
民
生
委
員
活
動
の
充
実
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
定
期
的
に
情
報
交
換
し
て
問

題
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
こ
の
連
携
体

制
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
も
一

歩
近
づ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

特集 地域共生社会の実現のための民生委員・児童委員の実践

「�
福
祉
な
ん
で
も
相
談
」の
取
り
組
み

（
住
民
の
困
り
ご
と
を
丸
ご
と
受
け
止
め
る
場
）

富
山
県
氷
見
市 

神
代
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

事
例
紹
介
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備
え
る

※	

本
コ
ー
ナ
ー
は
、
民
児
協
の
取
り
組
み
か
ら
、

災
害
に
備
え
る
民
児
協
活
動
を
考
え
ま
す
。

３
年
で
２
度
の
豪
雨
災
害

数
十
年
に
一
度
の
災
害
と
言
わ
れ
た

「
令
和
元
年
佐
賀
豪
雨
」か
ら
約
２
年
。

令
和
３（
2
0
2
1
）年
８
月
11
日
か

ら
佐
賀
県
内
で
降
り
続
い
た
大
雨
は
、

令
和
元
年
佐
賀
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を

受
け
な
が
ら
、や
っ
と
以
前
の
生
活
に

戻
り
つ
つ
あ
っ
た
地
域
を
再
び
襲
い
ま

し
た
。
幸
い
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
は

い
な
か
っ
た
も
の
の
、
県
全
体
で

１
４
０
０
軒
以
上
の
住
家
等
が
床
上
浸

水
等
の
被
害
を
受
け
、３
市
町
に
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
者
の
一
人
と
し
て

武
雄
市
北
方
町
の
久
津
具
地
区
。
こ

の
地
区
唯
一
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
牛
島
早
百
合
さ
ん
は
、
令
和
元

（
2
0
1
9
）年
・
３
年
と
続
け
て
自
宅

が
床
上
浸
水
し
ま
し
た
。

  「
令
和
元
年
の
災
害
は
想
定
外
。私
自

身
も
目
の
前
の
こ
と
で
精
一
杯
で
地
域

に
出
向
け
た
の
は
発
災
の
約
２
週
間
後
。

今
回
は
、前
回
の
経
験
も
あ
っ
て
雨
が

落
ち
着
い
た
後
に
、一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
等
優
先

順
位
を
付
け
て
、食
糧
や
水
に
困
っ
て

い
な
い
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
の

必
要
は
無
い
か
等
を
確
認
し
て
ま
わ
り

ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。「
そ
の
時

不
安
に
思
っ
た
の
が
、高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
方
が
た
の
避
難
の
支
援
体
制
。

行
政
か
ら
民
生
委
員
に
は
、避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
が
渡
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

発
災
時
に
一
民
生
委
員
で
は
何
も
で
き

ま
せ
ん
。
平
常
時
か
ら
地
元
の
消
防
団

や
区
長
等
と
地
域
で
誰
が
ど
う
動
く
の

か
を
具
体
的
に
話
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
」

地
域
の
方
が
た
と
と
も
に

ま
た
、久
津
具
地
区
で
は
、宅
幼
老
所

「
笑
び
す
」が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
と
も
に

サ
ロ
ン
を
開
い
た
り
、「
縁
が
輪
隊（
え

ん
が
わ
た
い
）」を
立
ち
上
げ
て
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
宅
を
毎
月
訪
問
す
る
等

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
地
域
の
方

が
た
と
顔
を
合
わ
せ
て
何
気
な
い
お

し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
場
を
地
域
の
方
が

た
が
と
も
に
創
っ
て
く
だ
さ
る
の
は
本

当
に
心
強
い
」と
話
す
牛
島
さ
ん
が
見

せ
て
く
れ
た
の
は
、「
縁
が
輪
隊
」の
訪

問
や
サ
ロ
ン
の
開
催
案
内
チ
ラ
シ
に
添

え
る
手
作
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
。

「
こ
の
よ
う
な
活
動
と
地
域
の
方
を
つ

な
ぐ
の
が
私
の
役
割
。
冷
蔵
庫
や
玄
関

に
貼
っ
て
、そ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
」

民
生
委
員
と
し
て
で
き
る
こ
と

牛
島
さ
ん
に
、民
生
委
員
と
し
て
で

き
る
こ
と
は
？
と
尋
ね
る
と
、「
平
常

時
の
う
ち
に『
気
を
つ
け
る
こ
と
』を

伝
え
て
い
く
こ
と
。『
梅
雨
に
な
る
前

に
物
を
高
い
所
に
上
げ
と
き
ま
し
ょ

う
』と
か『
連
絡
先
は
高
い
所
に
貼
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
』と
か
、日
ご
ろ
の
委

員
活
動
の
延
長
線
上
で
、生
活
の
中
の

小
さ
い
け
れ
ど
大
切
な
部
分
を
、同
じ

地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
丁
寧
に
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
」と
、力
強
く
答
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

佐
賀
県
民
児
協
と
し
て
も
、発
災
時

に
何
を
す
る
か
で
は
な
く
、災
害
に
備

え
て
日
ご
ろ
の
地
域
住
民
と
の
丁
寧
な

関
わ
り
を
よ
り
一
層
大
切
に
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、委
員
の
一
人
ひ
と
り
に
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害日

ご
ろ
の
委
員
活
動
の

延
長
線
上
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て

佐
賀
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

牛島さんが地域の高齢者等に
渡している手作りのメッセージ
カード。

駅舎の入口の半分以上が水に浸かったJR北方
駅（武雄市）。敷地内には流木も。

に
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報 室情

改
正
少
年
法
に
お
け
る

「
特
定
少
年
」に
つ
い
て

令
和
４（
２
０
２
２
）年
４
月
、成
年

年
齢
引
き
下
げ
な
ど
と
合
わ
せ
て
、改

正
少
年
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

少
年
法
は
、少
年（
20
歳
未
満
の
者
）

の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、非
行
少

年
に
対
す
る
処
分
や
そ
の
手
続
な
ど
に

つ
い
て
定
め
る
法
律
で
す
。
手
続
・
処

分
の
特
色
と
し
て
、

⃝
全
て
の
事
件
が
家
庭
裁
判
所
に

送
ら
れ
、家
庭
裁
判
所
が
処
分

を
決
定
す
る
こ
と

⃝
家
庭
裁
判
所
は
、原
則
と
し
て

懲
役
や
罰
金
な
ど
の
刑
罰
で
は

な
く
、少
年
院
送
致
な
ど
の
保

護
処
分
を
課
す
こ
と※

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

改
正
後
も
引
き
続
き
20
歳
未
満
に
少

年
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、新
た
に
、罪
を
犯
し
た
18
歳
・

19
歳
を「
特
定
少
年
」と
し
て
、17
歳
以

下
と
は
異
な
る
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、

・	

原
則
逆
送
対
象
事
件（
現
住
建
造
物

等
放
火
罪
、強
制
性
交
等
罪
、強
盗
罪
、

組
織
的
詐
欺
罪
な
ど
）の
拡
大

・	
逆
送
決
定
後
は
20
歳
以
上
の
者
と
原

則
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る（
例
え
ば
、

有
期
懲
役
刑
の
上
限
が
、17
歳
以
下

が
15
年
に
対
し
、特
定
少
年
は
30
年

な
ど
）

・	

起
訴
さ
れ
た
場
合
に
実
名
等
の
報
道

（
推
知
報
道
）が
一
部
解
禁
さ
れ
る

な
ど
で
す
。

こ
れ
は
、選
挙
権
年
齢
や
民
法
の
成

年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、責
任
あ

る
立
場
と
な
る
特
定
少
年
が
重
大
な
犯

罪
に
及
ん
だ
場
合
に
、17
歳
以
下
の
少

年
よ
り
も
広
く
刑
事
責
任
を
負
う
べ
き

と
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

※	

家
庭
裁
判
所
が
保
護
処
分
で
は
な
く
刑
罰

を
科
す
べ
き
と
判
断
し
た
場
合
、検
察
官

送
致（
逆
送
）さ
れ
る

の

委

ポ

活

ン

員

イ

動

ト

委
員
本
人
が
選
挙
に
立
候
補

す
る
の
で
な
け
れ
ば
、一
律
に

辞
任
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
委
員
本
人
が
積
極
的
に
候
補

者
の
応
援
活
動
を
す
る
意
思
が
あ
る
の

か
等
を
勘
案
し
、行
政
と
も
相
談
し
な

が
ら
、個
別
に
判
断
し
て
い
く
べ
き
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

民
生
委
員
法
第
16
条
第
１
項
は
、「
民

生
委
員
は
、そ
の
職
務
上
の
地
位
を
政

党
又
は
政
治
的
目
的
の
た
め
に
利
用
し

て
は
な
ら
な
い
」と
規
定
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
職
務
上
の
地
位
を
政
治
的

に
利
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
、民
生
委
員
本
人
が
選

挙
に
立
候
補
す
る
場
合
に
は
、基
本
的

に
民
生
委
員
を
辞
任
し
た
う
え
で
立
候

補
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、担
当
区
域
内
で
特
定
候
補
の

応
援
等
を
行
う
こ
と
は
、た
と
え
そ
れ

が
住
民
に
直
接
働
き
か
け
る
も
の
で
な

か
っ
た
と
し
て
も
、間
接
的
に
住
民
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

職
務
上
の
地
位
を
利
用
し
た
か
否
か

の
判
断
は
非
常
に
困
難
で
す
か
ら
、担

当
区
域
内
で
の
活
動
は
避
け
る
こ
と
が

適
当
で
す
。

た
だ
し
、こ
の
規
定
は
、民
生
委
員

が
一
個
人
と
し
て
政
党
に
加
入
し
、ま

た
政
治
的
活
動
を
行
う
こ
と
ま
で
を
禁

止
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、自
ら
の
担
当
区
域
外
で

政
治
活
動
を
行
う
こ
と
は
問
題
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

家
族
・
親
族
の
範
囲
、民
生
委
員
本

人
の
選
挙
応
援
の
意
思
等
を
勘
案
し
つ

つ
、個
別
に
判
断
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、な
に
よ
り
民
児
協
と

し
て
市
区
町
村
行
政
と
よ
く
相
談
し
、

事
前
に
一
定
の
ル
ー
ル
化
を
図
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

A

親
族
が
地
元
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
す
る
予
定
と
な
っ
た
が
、民
生

委
員
の
政
治
的
中
立
性
と
の
関
係
で
辞
任
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

参
考

＝ �「
単
位
民
児
協
運
営
の
手
引
き

【
令
和
４
年
３
月
版
】」（
115
頁
）

民
生
委
員
の
政
治
的
中
立
性
に
つ
い
て

Q
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民

鏡

中
杉
　
長
男

北
九
州
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
・
本
紙
編
集
委
員

▼
北
九
州
市
民
児
協
で
は
、全
民
児
連
の
活
動

強
化
方
策
を
基
に
、「
北
九
州
市
版
活
動
強
化

方
策
」を
平
成
29
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。
重

要
項
目
と
し
て
、「
地
域
の
つ
な
が
り
、地
域
の

力
を
高
め
る
」、「
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
た

人
び
と
を
支
え
る
」、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

制
度
を
守
り
、発
展
さ
せ
て
い
く
」、「
守
秘
義
務

の
遵
守
と
人
権
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
」を
定

め
て
い
ま
す
▼
私
が
住
ん
で
い
る
地
区
は
、地

理
的
に
２
つ
の
行
政
区
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す

が
、こ
の
北
九
州
市
版
活
動
強
化
方
策
を
基
軸

に
、両
区
の
自
治
連
合
会
や
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、日
々
の
見
守

り
活
動
や
訪
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動

に
お
い
て
、市
・
区
・
地
区
民
児
協
が
一
体
と
な

っ
て
組
織
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
、

ま
た
、私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

地
域
行
事
へ
の
参
加
等
を
通
し
て
顔
と
名
前

を
覚
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す

▼
現
在
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

っ
て
、状
況
に
応
じ
た
活
動
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
の
目
的
や
意
義
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
、地

域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
の
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

児童虐待のない社会を

児童虐待とは
児童相談所における児童虐待相談対
応件数は年々増加し、令和２（2020）
年度には205,044件と大幅に増加し
ました。虐待増加の背景には家族形態
の多様化や地域のサポート力低下、未
熟な子育てなどさまざまな要因があり、
社会全体で取り組むべき課題です。
児童虐待防止法では、児童虐待を４
種類に分けています。殴る、叩く、やけ
どを負わせるなどの「身体的虐待」、子
どもに性的行為を行うなどの「性的虐
待」、食事を与えない、ひどく不潔にす
る、長時間放置などの「ネグレクト」、言
葉による脅かし、無視、子どもの前で家
族に暴力を振るう（DV）などの「心理
的虐待」です。そのうち相談件数が多
いのは、心理的虐待となっています。
虐待は、家庭内で起きることが多い
ため潜在化しやすく、子どもは自分か
ら虐待されていることをなかなか他人

に話せません。周りが、虐待が疑われ
る状況を発見し、関係機関に相談（法
律上は通告）することが重要です。

虐待のサイン
子ども	【不自然なあざ・傷がある、

身長や体重が増えない、体・
衣服が不潔、表情に乏しい、
おびえるなど】

　親	 【心身の疾患、情緒不安定、
子どもに無関心、健診等を受
けさせない、夫婦関係不安定
など】

虐待かもと思ったら

相談窓口（児童相談所虐待対応ダイヤル)

「189（いちはやく）」※通話料無料

最寄りの児童相談所につながります。
匿名でも構いません。秘密は守られま
す。

公益財団法人東京都人権啓発センター  講師  田村初惠
体罰によらない子育てを

（体罰の禁止　児童福祉法）
虐待をする親は、「しつけのため」と

して体罰をすることがありますが、し
つけと体罰は違います。しつけは子ど
もの人格や才能などを伸ばし、社会で
自立した生活を送れるようサポートし
て社会性を育む行為ですが、体罰は、子
どもの身体に何らかの苦痛を引き起こ
し、または不快感を意図的にもたらす
行為（罰）で、子どもに悪影響しかあり
ません。

児童委員は、虐待を発見したり住民
から相談された場合、速やかに児童相
談所に通告することとなっています。
また通告を受けた事例に対し、児童相
談所からの依頼による調査などを行う
こととなっています。日頃から地域の
子育て家庭に気を配ってほしいと思い
ます。

情報室でお知らせした改正少年法について、
改正の概要やQ&Aを法務省ホームページ
で紹介しています。

法務省トップページ▶︎トピックス▶ 
少年法が変わります！
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